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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は細胞質タンパク質チロシンキナーゼをコードしており、細胞外マトリックス成分の存在下で増殖する細胞間に形成される接着斑に集中して存在します。コードされているタンパク質はタンパク質チロシンキナーゼのFAKサブファミリーに属しますが、他のサブファミリーのキナーゼとの顕著な配列相同性は欠いています。この遺伝子の活性化は、特定の神経ペプチドまたは細胞と細胞外マトリックスとの相互作用に応答して誘導される細胞増殖および細胞内シグナル伝達経路の重要な初期段階である可能性があります。この遺伝子には、4つの異なるアイソフォームをコードする少なくとも4つの転写バリアントが見つかっていますが、そのうち全長の性質が決定されているのは2つだけです。組織特異性：試験した全ての臓器、リンパ系細胞株で発現しているが、脳で最も多く発現している。RD：接着斑キナーゼ1（FAK）は、普遍的に発現する非受容体型タンパク質チロシンキナーゼであり、細胞外マトリックス成分の存在下で増殖する細胞間に形成される接着斑に集中している。この細胞局在は、
	研究分野
	PI3K-Aktシグナル伝達経路
	画像データ
	

	FAKマウスmAb（緑）を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	FAK マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した Raji 細胞のフローサイトメトリー分析。

